




























































































































































































































































































































































































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈羽村役場福祉保健課 

こころのケアセンター 

（新潟県精神保健福祉協会） 

 

刈羽村 「新潟県中越沖地震 被災者こころと身体の健康調査」 

３年目調査の速報についてのお知らせ 
ご協力いただきまして、まことにありがとうございました。 

大きな災害後、長期間にわたって人々の健康状態を見守っていくことは大切であると言 

われています。今回の調査では去年に引き続き、平成 2２年７月に、刈羽村にお住まいの 

1,561 世帯のうち、15 歳以上の方 4,289 名へアンケート調査を郵送し、1,527 名(回収 

率：35.6%)の方からご協力をいただきました。 

 

調査内容 
 アンケートでは、1、２年目の調査の時と同様に、中越大震災や中越沖地震による生活面で

の影響、身体の健康、こころの健康などについてお尋ねしました。 

 

調査結果 
 調査に協力してくださった方は、男性と女性がほぼ同数（男性 48%、女性 52%）、年齢

では 50 歳代から 70 歳代の方が全体の約 6 割を占め、職業では会社員（29%）、年金受給

者の方（27%）が多くを占めていました。 

 中越沖地震をきっかけとして、11%の方が転居され、6%の方は仮設住居で生活されまし

た。経済的な状況について、31%の方が中越大震災と中越沖地震により、暮らし向きの悪化

を感じていました。また、中越沖地震以来、6%の方が退職、4%の方が転職しました。 

 身体の健康については、22％の方が体調が悪くなったと感じていました。飲酒が増えたと

答えた方が 5％、喫煙が増えたと答えた方が 2％いらっしゃいました。 

 人とのつながりについては、家族と相談できると感じている方が 86％、友人や知人と相談

できると感じている方が 74％、地域社会の一員であると感じている方が 69％でした。ひと

りでいると孤独に感じる方は 31％でした。 

 こころの健康については、回答者の 35.5%の方がストレスを感じており、10.8％の方が、

さらにうつ病や非常に不安が高まっていると思われる状態でした。去年の調査より、うつや

不安が高まっている人の割合はやや少ないという結果でしたが、全国調査の数値と比べると、

ストレスを感じている方の割合やうつや不安が高まっている方の割合は、若干多い状態でし

た。 

 

※これからも、健康な生活を送るにあたり、こころや身体の健康について心配ごとや相談が

ございましたら、以下までご連絡ください。 

連絡先：刈羽村役場福祉保健課  電話：0257-45-3916    柏崎地域振興局健康福祉部 電話：0257-22-4165   柏崎地域こころのケアセンター   電話：0257-28-6070 
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平成 22 年 1１月 

出雲崎町保健福祉課 

こころのケアセンター 

（新潟県精神保健福祉協会） 

 

出雲崎町 「新潟県中越沖地震 被災者こころと身体の健康調査」 

３年目調査の速報についてのお知らせ 
ご協力いただきまして、まことにありがとうございました。 

大きな災害後、長期間にわたって人々の健康状態を見守っていくことは大切であると言 

われています。今回の調査では去年に引き続き、平成 2２年７月に、出雲崎町にお住まい 

の 1,703 世帯のうち、15 歳以上の方 4,652 名へアンケート調査を郵送し、2,151 名 

(回収率：46.2%)の方からご協力をいただきました。 

 

調査内容 
 アンケートでは、1、２年目の調査の時と同様に、中越大震災や中越沖地震による生活面で

の影響、身体の健康、こころの健康などについてお尋ねしました。 

 

調査結果 
 調査に協力してくださった方は、男性より女性がやや多く（男性 46.8%、女性 53.2%）、

年齢では 60 歳以上の方が全体の約 6 割を占め、職業では年金受給者（29.0%）、会社員

（22.9%）の方が、多くを占めていました。 

 中越沖地震をきっかけとして、4%の方が転居され、1%の方が仮設住居で生活されました。

経済的な状況について、16%の方が中越大震災と中越沖地震により、暮らし向きの悪化を感

じていました。また、中越沖地震以来、4%の方が退職、2%の方が転職しました。 

 身体の健康については、15％の方が体調が悪くなったと感じていました。飲酒が増えたと

答えた方が 3％、喫煙が増えたと答えた方が 1％いらっしゃいました。 

 人とのつながりについては、家族と相談できると感じている方が 84％、友人や知人と相談

できると感じている方が 72％、地域社会の一員であると感じている方が 64％でした。ひと

りでいると孤独に感じる方は 27％でした。 

 こころの健康については、回答者の 30.3%の方がストレスを感じており、9.4％の方が、

さらにうつ病や非常に不安が高まっていると思われる状態でした。去年の調査より、ストレ

スを感じている方の割合はやや少ないという結果でしたが、全国調査の数値と比べると、ス

トレスを感じている方の割合やうつや不安が高まっている方の割合は、若干多い状態でした。 

 

※これからも、健康な生活を送るにあたり、こころや身体の健康について心配ごとや相談がござい

ましたら、以下までご連絡ください。 

連絡先:出雲崎町役場保健福祉課 電話:0258－78－2293 長岡地域振興局健康福祉環境部 電話:0258-33-4931 柏崎地域こころのケアセンター 電話：0257-28-6070 
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柏崎市元気館元気支援課 

こころのケアセンター 

（新潟県精神保健福祉協会） 
柏崎市 「新潟県中越沖地震 被災者こころと身体の健康調査」 

３年目調査の速報についてのお知らせ 
平成20年から継続しました調査は、本年で終了となります。ご協力いただきまして、まことにありがとうございました。 

大きな災害後、長期間にわたって人々の健康状態を見守っていくことは大切であると言 

われています。今回の調査では去年に引き続き、平成 22年 7月に、柏崎市にお住まいの 

2,634世帯のうち、15歳以上の方6,596名へアンケート調査を郵送し、2,725 名(回収率：

41.3%)の方からご協力をいただきました。 

 

調査内容 
 アンケートでは、1、２年目の調査の時と同様に、中越大震災や中越沖地震による生活面で

の影響、身体の健康、こころの健康などについてお尋ねしました。 

 

調査結果 
 調査に協力してくださった方は、男性と女性がほぼ同数（男性 48.2%、女性 51.8%）、年

齢では 50歳代から 70歳代の方が全体の約60%を占め、職業では会社員（27.9%）、年金

受給者の方（29.1%）が多くを占めていました。 

 中越沖地震をきっかけとして、24%の方が転居され、18.2%の方は仮設住居で生活され

ました。経済的な状況について、29%の方が中越大震災と中越沖地震により、暮らし向きの

悪化を感じていました。また、中越沖地震以来、6%の方が退職、4%の方が転職しました。 

 身体の健康については、23％の方が体調が悪くなったと感じていました。中越沖地震の際

に、何らかの介護が必要だった方は 9%いらっしゃいました。飲酒が増えたと答えた方が４％

いらっしゃいました。 

 人とのつながりについては、家族と相談できると感じている方が 85％、友人や知人と相談

できると感じている方が 71％、地域社会の一員であると感じている方が 68％でした。ひと

りでいると孤独に感じる方は 30％でした。 

 こころの健康については、回答者の38.6%の方がストレスを感じており、12.6％の方が、

さらにうつ病や非常に不安が高まっていると思われる状態でした。去年の調査より、ストレ

スを感じている人の割合やうつや不安が高まっている人の割合はやや少ないという結果でし

たが、全国調査（WHO の主導する世界精神保健調査：WMH に日本が参画し、平成 16～

18 年度に実施した、こころの健康についての疫学調査に関する研究：WMHJ）の数値と比

べると若干多い状態でした。 

※これからも、健康な生活を送るにあたり、こころや身体の健康について心配ごとや相談が

ございましたら、以下までご連絡ください。 

連絡先：柏崎地域こころのケアセンター   電話：0257-28-6070  柏崎市元気館元気支援課元気相談係・地域保健係 電話 0257-20-4210  柏崎地域振興局健康福祉部 電話：0257-22-4165    
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